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バイオ工学研究センター長 山田 康枝

白石 浩平,仲 宗根 薫,山 本 和彦

1.平 成22年 度活動報告

蛋 白質機能解析 を基礎 とした研究(仲 宗根,山 本)

〈目的〉耐圧性酵素の設計,高 圧バイオ リアクターの開発 を目指 した,高 圧環境下にお ける

深海生物由来蛋 白質の重合,脱 重合,分 子間相互作用の解析(仲 宗根)

(現状 と結果)高 圧下における酵素活性,高 圧下における安定性等を検討 した.こ れ ら特

性 について大腸菌等 と比較 し,好 圧性,又 は耐圧性 に関 して相違のあることを突き止め,

結果の一部について原著論文 に投稿 した.

(研究計画)今 後は,上 記酵素に加え,べ ん毛蛋 白質な どを研究対象 として取 り上げ,高

圧下における蛋 白の安定性 の解析(重 合,脱 重合,分 子 間相互作用)に 加 え,「 高圧下に

お ける運動計測」や 「分子運動のシミュレーシ ョン」な どの方向性を模索 し,研 究を展 開

す る.ま た最近,類 似の深海微生物研究が中国においても始 まってお り,上 記 内容 に関 し

国際共同研究中である.

〈目的〉ガンの診断,治 療 を目的 とした,ガ ン細胞内蛋 白質の変動の解析.メ タボ リックシ

ン ドロームの重大な危険疾患である高血圧症の発症機序の解明.(山 本)

(現状 と結果)モ デル動物である高血圧 自然発症ラ ットを用いその遺伝 的な背景を調べた.
また,が ん細胞のス トレス応答を細胞増殖の制御 に応用可能かを調べ ることを 目的 として,

内在す る熱刺激 タンパク質の濃度変化 とがん細胞の増殖 を調べた.

ヒ ト細胞株の利用を基礎 とした研究(白 石,山 田)

〈目的〉細胞接着能をもつ高分子生体材料を用いた遺伝子,タ ンパ ク質の網羅的解析 システ

ムの構築(白 石,山 田)

(現状 と結果)細 胞マイ クロア レイの研究において,細 胞を用いたハイスループ ッ トな機

能解析のための基材開発,温 度応答性ポ リマーの開発,金 スポ ッ トへの選択的な細胞の接

着が可能な細胞ア レイの調製,細 胞接着領域,非 接着領域の構築,細 胞接着後 の細胞機能
の検討な どすべて,順 調に進んでいる.さ らに,レ ーザーによ り不要な細胞を除 くシステ

ムを組立て中である.平 成23年6月 バイオエキスポにて展示予定.

(研究計画)さ らに効率よく細胞分別が出来 る条件を検討 し,廉 価で,購 入 しやすいマイク
ロア レイを構築 中である.

〈目的〉細胞 を用いた医薬品,保 健機能食 品への開発 を目指 した,酒 含有成分,ペ プチ ド類,

ビタミン,漢 方成分な ど生理活性物質の検索(山 田)

(現状 と結果)脳 内受容体(NMDA型 グル タミン酸受容体)に 対す るジペプチ ドの効果につ
いて結果が得 られている.ジ ペ プチ ドの総説 を依頼 されて執筆.脳 内受容体(GABA受 容体)

に対す る日本酒成分の効果を得 られてお りその結果 を論文に発表.
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(研究計画)ジ ペプチ ドの神経細胞への効果 を検討 し薬,サ プ リメン トへの応用を検討す

る.日 本酒成分の中の有効成分の構造決定を行い,サ プ リメン ト,医 薬への応用を検討す

る.今 後は焼酎に含まれる成分 についても検討予定.

2.共 同研究

・独立行政法人酒類総合研究所 平成20年 度～平成22年 度

「化学工学 とバイオの融合」

・独立行政法人製品評価技術基盤機構 平成18年 度～平成22年 度

「ハ ロアーキュラ属古細菌(旅103ro召 姦メ3po刀jo∂TR-1)の ゲノム解析 に係 る共同研究」

・独立行政法人製品評価技術基盤機構 平成20年 度～

「β砿肋o/6θガ∂、ρ姦磁3zがMAFF301723の ゲノム解析 に係 る共同研究」

・独立行政法人産業総合技術研究所 平成20年 度～

「黒麹菌(.4βρθ岬 万〃θ∂pr3加o㎡NBRC4314)の ゲノム解析 に係 る共 同研究」

・学術 フロンテ ィア推進事業 平成19年 度～平成23年 度

「高圧力を利用する蛋 白質の動態解析」

・生研センター 平成18年 度～平成22年 度

「環境調和 を考慮 した細菌情報伝達阻害型薬剤の開発」

・独立行政法人酒類総合研究所 平成20年 ～平成23年 度

「グル タミン酸受容体及びGABA受 容体に作用す る酒成分 に関す る研究」

・岡山大学 課題 「ス トレス応答 タンパク質への数理 的アプローチ」

3.主 要 な 研 究 業 績

(1)論 文(14件)

(1)Graf七ingofBiocompatiblepolymersonDLCthinfilmsbyplasmairradiation-post

polymerizationtechniqueforapplicationofbiomedicaldevicesandcellmicroarrays.

HamawakiR,Ishihara皿TominagaA,ShiraishiK,SugiyamaK,NittaヱNakataniT,

OkamotoK,JournalofPhotopolymerScienceandTechnolog又inpress

(2)天 然 ゴ ム 複 合 化 に よ る高 強 度 ポ リ乳 酸 樹 脂 の 開発,白 石 浩 平,相 良 宗 作,原 田 大,杉

山一 男,矢 野 徹,阪 口敬 子,日 本 接 着 学 会 誌,47(4),131(2011).

(3)次 世 代 環 境 調 和 型(バ イ オ)プ ラ ス チ ッ ク の 開発 を 目指 して,白 石 浩 平,近 畿 大 学 次 世

代 基 盤 技 術 研 究 所 報 告,1,131(2010).

(4)防 汚 機 能 を もつ フ ッ素 ポ リウ レ タ ン コ ー テ ィ ン グ剤 の 調 製,川 上 達 也,白 石 浩 平,久 永

直 克,杉 山一 男,近 畿 大 学 工 学 部 研 究 報 告,44,9(2010).

(5)Favorableeffectsofeicosapentaenoicacidonthelatestepofthecelldivisionina

piezophilicbacterium,磁 θ㎜ ηθ勲 ガo拍oθ ∂DSS12,athigh-hydrostaticpressures.

KawamotoJ,SatoT,NakasoneK,KatoC,MiharaH,EsakiN,KuriharaT.Environ

Microbiol.(2011)inpress

(6)Comparativestudyondihydrofblatereductasesfrom働 θ㎜ ηθ砺specieslivingin

deep-seaandambientatmospheric-pressureenvironments.MurakamiC,OhmaeE,

TateS,GekkoK,NakasoneK,KatoC.,Extremophiles,165-175(2011).
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(7)Completegenomesequenceandcomparativeanalysisof働 θ㎜ ηθぬ 幅o畑oθ ∂,a

psychrophilicandpiezophilicbacteriumfromdeepseafloorsediments.AonoE,Babaエ

AraT,NishiT,NakamichiT,InamotoE,ToyonagaH,HasegawaM,TakaiヱOkumura

又BabaM,TomitaM,KatoC,OshimaT,NakasoneK,MoriH.MolBiosyst.,1216-1226

(2010)

(8)Cloningandcharacterizationofdihydrofolatereductasesfromdeep-seabacteria.

MurakamiC,OhmaeE,TateS,GekkoK,NakasoneK,KatoC.,J.Biochem.(Tokyo),

591-599.(2010).

(9)Geneordersintheupstreamof16SrRNAgenesdividegeneraofthefamily

Halobacteriaceaeintotwogroups.MinegishiH,KamekuraM,Kitajima-IharaT,

NakasoneK,EchigoA,ShimaneヱUsamiR,ItohT,IharaK.,IntJSystEvolMicrobio1.

(2011)inpress

(10)Geneticsandgenomicsoftriangulardisc-shapedhalophilicarchaeon砺 わ ∂π α珀

ノ∂po四 必∂TR-1.NakamuraS,NakasoneK,TakashinaT,1hExtremophilesHandbook

(Eds.,HorikoshiKetal.,Springer).363-382(2010)

(11)山 田 康 枝,江 口将 也,伊 豆 英 恵,後 藤 邦 康,須 藤 茂 俊GABAA受 容 体 に対 す る 日本

酒 成 分 の効 果,日 本 醸 造 協 会 誌,105(9),609-614,2010

(12)伊 豆 英 恵,山 田康 枝,後 藤 邦 康,須 藤 茂 俊,清 酒 飲 用 の 抗 不 安 作 用 一マ ウ ス の 高 架 式

十 字 迷 路 試 験 に よ る評 価 一,日 本 醸 造 協 会 誌105(10),664-671,2010

(13)山 田 康 枝,生 理 活 性 を持 っ ジ ペ フ チ゚ ド,食 品加 工 技 術,30(3),93-99(2010)

(14)DiscreteandContinuousDynamicalSystemsinpress(Vbl.5,No.1Feb.'12)

(2)学 会 発表(34件)

(1)天 然 ゴム/エ ポ キシ化天 然 ゴム複 合 化 ポ リ(L一乳酸)複 合材 料 の耐熱 性 お よび耐 衝撃 性 に

及 ぼす ポ リカル ボジイ ミ ド系加水 分解 抑制 剤 添加 の影 響,原 田 大,相 良宗作,白 石浩 平,

杉 山一男,矢 野 徹,坂 口敬 子,橋 本 邦彦(第59回 高 分子 学会 年次 大会2010p2098)

(2)防 雲 ・防霜 機 能 を有す る新規 なポ リイ オ ン コンフ レ゚ック ス型塗 膜 の 開発,下 地 良平,

柳 岡 慶亮,白 石 浩平,杉 山 一 男(第59回 高 分子 学会 年次 大会2010p2099)

(3)細 胞 マ イ ク ロア レイ 基板 として のPNiPAAmお よびPMPC共 存 表 面の調 製 と細胞 の 温

度 刺激 は く離,小 林 良太,山 田 康 枝,白 石 浩 平,杉 山 一 男,中 谷 達行,岡 本 圭 司

(第59回 高分子 学会 年 次大会2010p1933)

(4)細 胞 セパ レー ター 用 ア レイ に用 い る抗 体結 合 部位 をもつMPCポ リマー の調製 と基 材 へ

の 固定化,小 林 良太,冨 永 明裕,石 原 達 也,今 城 明典,山 田 康枝,白 石 浩平,杉 山 一

男,中 谷 達行,岡 本 圭 司(第59回 高分 子討論 会2010p4828)

(5)エ ポ シ キ化 天 然 ゴム とポ リカル ボ ジイ ミ ドで強 化 したポ リ乳 酸/天 然 ゴム 系樹 脂 の調

製 と耐熱性 お よび 耐衝 撃性 の改 善,相 良 宗作,原 田 大,千 代 田 望,阪 口 敬 子,矢 野 徹,

白石 浩平,杉 山 一男(第59回 高 分子 討論 会2010p5245)

(6)Newtoolstoenhancethromoboticpropertyinendothelialcellsbyadenine

nuculeotidetranslocase-1,MatsuoO,IshidaC,NagaiN,KawaoN,OkadaK,Shirasihi

K,UeshimaS,The6thCongressofAsiaPasificSocietyonThrombosisandHaemostasis,
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(NusaDua,Bali,Indonesia,13th-16thOctober,2010,p291).

(7)深 海 底 か ら分離 され た亜 セ レン酸 還元 菌 の培養 特性 とセ レン微粒 子 の形成,マ リンバイ

オ テ ク ノ ロジー 学会(2010).

(8)系 統 的 に近 い 二つ の好圧性 働 θ㎜ ηθ血 属細 菌 の比較 ゲ ノム解 析,マ リンバイ オテ クノ

ロ ジー 学会(2010).

(9)イ ネ苗 立枯 病原 菌 βα磁o弼 θ虹∂」ρ1∂12姦五1と 近 縁病 原 菌 との比較 ゲ ノム解 析,日 本農 芸

化 学会 中四国支 部第26回 講演 会(2010).

(10)比 較 ゲ ノムに よ る好塩 性 アー キ ア遺伝 子群 の共 通性,日 本 農芸 化学 会 中 四国支部 第26

回講演 会(2010).

(11)ア ー キアゲ ノム情報 を基 盤 に した生命 科 学,日 本 農 芸化 学会 中四 国支部 農 芸化 学 の未

来 開拓 セ ミナー(2010).

(12)高 度 好塩 性アー キア 盈10∂zo召 姦 淘po加oaべ ん毛 関連遺 伝 子群 の構造 解析,好 塩微 生

物研 究 会(2010).

(13)PQQの 細胞 増殖 に対 す る効果 藤 原 弘宣,中 森 啓輔,篠 原 達也,松 下一信,山 田康 枝

農 芸化 学会 中四国支 部 第27回 講演 会 講演 要 旨集p232010年6,月5日

(14)α 一 エ チル グル コシ ドの ホス ポジエ ステ ラーゼ活 性 阻害 効果 伊藤 賢太郎,井 上 直美,

伊 豆英 恵,須 藤茂 俊,山 田康枝 農 芸化 学会 中四 国支 部 第27回 講演 会 講演 要 旨集p24

2010年

(15)香 気 成 分 のNMDA型 グル タ ミン酸 受容 体 に対す る効 果 増 田修 一,青 島 均,山 田康

枝 農 芸化 学会 中四国支 部 第27回 講演 会 講演 要 旨集p232010年

(16)日 本 酒成 分 のGABAA受 容体 に対 す る効果 重森健 介,伊 豆英 恵,江 口将也,須 藤 茂

俊,山 田康枝 農 芸 化学 会 中 四国支部 第27回 講 演会 講 演要 旨集p222010年

(17)YasueYamadaandMakotoInuiModulationofthechannelactivityof

NR1/NR2A-andNRl1NR2B-subtypeNMDAreceptorbyMAGUKsfamilyprotein,

SAP102.Neuroscience2010SanDiegoNovember11-17

(18)日 本 酒成 分 のGABAA受 容体 に対 す る効果 重森健 介,江 口将 也,伊 豆 英恵,須 藤 茂

俊,山 田康枝,日 本農 芸 化学 会2011年 大会 講演 要 旨集,p59

(19)酸 化 ス トレス に対す る ヒ ト肝 ガ ン 由来 細胞株HepG2へ の 日本酒成 分 の効 果 中西 慧,

井 上桜,伊 豆英 恵,須 藤 茂俊,山 田康 枝,日 本 農芸 化 学会2011年 大会 講演 要 旨集,p223

(20)香 気 成 分 のNMDA型 グル タ ミン酸受 容体 に対す る効果 増 田修 一,青 島均,伊 豆英

恵,須 藤 茂 俊,山 田康枝,日 本農 芸化 学会2011年 大 会講 演要 旨集,p236

(21)ヒ ト神経 芽 細胞腫SK-N-SH細 胞 の神 経細 胞 へ の分 化 富 重将 二,立 溝博 也,山 田康

枝,日 本農 芸化 学会2011年 大 会講 演要 旨集,p296

(22)新 谷 薫,酒 井 裕美,谷 増愛,中 山寛 子,友 澤勇 二,武 内紀香,山 本 由紀子,三 宅義雅,

山本 和 彦:高 血 圧 自然発 症 ラ ッ ト(SHRs)に お け る低酸 素誘 導 因子Hif1α お よび核 内転 写 因

子NFKB遺 伝 子 の解析,第51回 日本生 化 学会 中国 四国支 部会 例会,山 口,2010

(23)酒 井 裕美,谷 増愛,中 山寛 子,新 谷 薫,友 澤勇 二,武 内紀香,山 本 由紀子,三 宅義雅,

山本 和 彦:高 血 圧 自然発 症 ラ ッ ト(SHRs)に お け るペ ル オ キ シ ゾー ム増 殖 剤応 答性 受 容 体

(Ppars)の 解析,第51回 日本 生化 学会 中国 四国支部 会例 会,山 口,2010

(24)友 澤 勇 二,新 谷 薫,酒 井裕 美,谷 増愛,中 山寛子,武 内紀香,山 本 由紀子,三 宅義雅,
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山本 和 彦:高 血 圧 自然 発 症 ラ ッ ト(SHRs)に お け る カ ル シ ニ ュ ー リ ン遺 伝 子 の ク ロー ニ ン グ

と解 析,第51回 日 本 生 化 学 会 中 国 四 国 支 部 会 例 会,山 口,2010

(25)中 山 寛 子,細 野 聖,磯 崎 研 二,武 内 紀 香,伊 藤 昭 夫,矢 納 陽,郵 明 聡,山 本 和 彦:が

ん 細 胞 に お け る ス トレ ス 反 応 機 構 に 関 与 す る熱 刺 激 タ ンパ ク質 の 解 析,第51回 日本 生 化 学

会 中 国 四 国 支 部 会 例 会,山 口,2010

(26)YumiSakai,KaoruNiiya,AiTanimasu,YujiTomozawa,NorikaTakeuchi,Yukiko

Yamamoto,YbshimasaMiyake,KazuhikoYamamoto:ExpressionofPeroxisome

Proliferatoractivatedreceptorsandoxidativestressrelatedfactorgenesin

spontaneouslyhypertensiverats,6thInternationalCongressofPathophysiology&14th

InternationalSHRSymposium,Montrea1;Canada,2010

(27)KaoruNiiya,YumiSakai,AiTanimasu,YujiTomozawa,HirokoNakayama,Norika

Takeuchi,YhkikoYamamoto,YbshimasaMiyake,KazuhikoYamamoto:Expressionof

Hypoxia-induciblefactor(HIF-1α)andrelatedfactorgenesinthespontaneously

hypertensiverats,6thInternationalCongressofPathophysiology&14thInternational

SHRSymposium,Montrea1;Canada,2010

(28)NakayamaHiroko,HosonoKiyoshi,IsozakiKenji,AkioIto,AkiraYanou,MeisouTo,

YhsukeMurase,KazuhikoYamamoto:ResponsesofCelltoStress-AnalysisofHeat

ShockProteinfromSystemBiology-,The9thAnnualMeetingofStructural-Biological

WholeCellProjectof窃 θ㎜ 召磁 θ㎜(卿7召5HB8,Sayo,2010

(29)友 澤 勇 二,谷 増 愛,新 谷 薫,酒 井 裕 美,中 山寛 子,山 本 由 紀 子,三 宅 義 雅,山 本 和 彦:

高 血 圧 自然 発 症 ラ ッ トに お け るカ ル シ ニ ュ ー リ ン と 関連 遺 伝 子,日 本 化 学 会 西 日本 大 会,

熊 本,2010

(30)谷 増 愛,新 谷 薫,酒 井 裕 美,友 澤 勇 二,中 山寛 子,山 本 由 紀 子,三 宅 義 雅,山 本 和 彦:

高 血 圧 自然 発 症 ラ ッ ト足 場 タ ンパ ク質 ア デ ュ シ ン遺 伝 子 の 変 異,日 本 化 学 会 西 日本 大 会,

熊 本,2010

(31)酒 井 裕 美,新 谷 薫,友 澤 勇 二,谷 増 愛,中 山寛 子,山 本 由 紀 子,三 宅 義 雅,山 本 和 彦:

高 血 圧 自然 発 症 ラ ッ トに お け る脂 質 代 謝 関 連 因 子 遺 伝 子 の発 現 解 析,日 本 化 学 会 西 日本 大

会,熊 本,2010

(32)新 谷 薫,名 山綾 乃,酒 井 裕 美,友 澤 勇 二,谷 増 愛,中 山 寛 子,山 本 由 紀 子,三 宅 義 雅,

山 本 和 彦:高 血 圧 自然 発 症 ラ ッ トに お け る低 酸 素 誘 導 因 子 お よび 関 連 因 子 遺 伝 子 の ク ロー

ニ ン グ と解 析,日 本 化 学 会 西 日本 大 会,熊 本,2010

(33)HirokoNakayama,KazuhikoYamamoto,KiyoshiHosono,KenjiIsozaki,Norika

Takeuchi,AkioIto,AkiraYanou,MeisouTb:EfGectsofstressesonheatshockproteinsof

cancercel1,20101nternationalChemicalCongressofPacificBasinSocieties,Honolulu,

2010

(34)AiTanimasu,KazuhikoYamamoto,KaoruNiiya,YumiSakai,NorikaTakeuchi,

YbshimasaMiyake:Molecularcloningandcharacterizationofadducingeneof

spontaneouslyhypertensiverats(SHRs),20101nternationalChemicalCongressof

Paci丘cBasinSocieties,Honolulu,2010
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(3)講 演

白石浩平,"自 動車内装部 品としての天然 ゴム/ポ リ乳酸系高植物度バイオプラスチ ック

の開発",近 畿大学工学部研究公開フォー ラム2010,平 成22年10.月29日

(4)特 許

※ 出願6件(白 石,山 田)

※登 録1件(白 石)

(5)そ の他

※企業技術指導22件(白 石)

※報告書:

・平成22年 度科学研 究費補助金報告書

・平成22年 度21世 紀研究開発奨励金(共 同研 究助成金)報 告書

・平成22年 度地域イ ノベーシ ョン創 出研究開発事業 「安心安全な再生医療を実現する細

胞回収 自動化 システムの開発」成果報告書

・平成22年 度委託研 究費報告書(4件)

4.外 部資金獲得

【競争的資金 】

※科学研究費補助金(基 盤研究(C))平 成21年 ～平成23年 度

「診断/制 御 と分取デバイス としての細胞マイクロアレイの開発」,研 究者:白 石

※21世 紀研究開発奨励金(共 同研究助成金)平 成21年 ～平成22年 度

「細胞セパ レータおよび細胞機能の診断用細胞マイクロアレイの開発」研究者:白 石

※経済産業省平成22年 度地域イ ノベーシ ョン開発事業(地 域資源活用型)平 成22年 ～平

成23年 度

「安心安全 な再生医療を実現す る細胞 回収 自動化システムの開発」研究者:白 石,山 田

【委託研究費 】

6件

5.学 外兼務業務

※(社)高 分子学会中国四国支部幹事(白 石)

※(社)高 分子学会第60回 高分子討論会運営委員(白 石)

6.そ の 他

6thInternationalCongressofPathophysiologyに お け る 「ExpressionofHypoxia-

induciblefactor(HIF-1ωandrelatedfactorgenesinthespontaneouslyhypertensive

rats」 の 発 表 に 対 しBestStudentPoster賞 を 受 賞(山 本).
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